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木々の彩りも鮮やかになり、空気も澄んですっかり秋らしくなってきました。過ごしやすいこの時期、読書

やスポーツ、イベント参加や美術館巡りなどに取り組んでみてはいかがでしょう。 

少しずつ寒い日も増えてくるかと思いますが、健康に留意し、充実した学校生活を送れるようにしたいです

ね。当教室でも、室温や湿度、換気等に気を付けながら指導を行ってまいります。 
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 令和 6年１１月１日 発行 

渋谷区立神南小学校長 山口 信忠 

  きこえとことばの教室 

 

１１月 ５日（火）都難言協ブロック研究会 

    ９日（土）神南小学校運動会 

   １１日 (月) 振替休業日 

   １９日 (火) 個別指導計画確認日 

(校内通級児童) 

   ２０日（水）就学時健康診断(午後) 

   ２６日（火）都難言協 

通級指導学級研究会  

２８日（木）専門家診断(午前) 

※午前の指導を時間変更する場合は 

担当よりお知らせします。 

 

※予定は変更になる場合があります。 

 

 

 

１２月 ３日（火）都難言協ブロック研究会  

７日（土）神南小 学校公開 

９日（月）振替休業日 

１８日（水）通級終了 

１９日（木）～２５日（水）  

長期休業前面談 

 ２４日（火）専門家診断(午前)           

   ２６日（木）冬季休業日始 

   

※予定は変更になる場合があります。 

 

 

行事予定 

  

長期休業前面談について 

1２月１９日（木）～２５日(水）に、

長期休業前面談を行います。後日面談日

時調整票を配布しますので、ご記入の

上、調整票を１１月２９日（金）までに

担当へ、または FAXにてご提出ください。 

 

 

個別指導計画について 

保護者の方に、お子さんの前期の指導の

経過と後期の指導目標についてご確認い

ただきます。校外通級のご家庭は主に通級

の際に、校内通級のご家庭は 11 月 19 日

（火）に予定しています。担当よりお声掛

けさせていただきますのでよろしくお願

いいたします。 

 

 



 

〇校外通級の児童・保護者につきましては、かかとのあるタイプの上履きを記名の上、ご用意ください。 

専用の靴箱があります。また、雨の日は、きこえとことばの教室の傘立てをご利用ください。 

〇インフルエンザ等、体調を崩しやすい時期です。体調不良の場合は、無理をせず、通級を通級を見合わせてい

ただきますよう、お願いいたします。 

〇待合室に消毒液を用意してあります。入退室する際にご利用ください。 

〇指導途中で児童の体調が悪くなった場合には、保護者の方に迎えに来ていただきます。外出をされる 

場合には、担当者にお声かけをお願いいたします。 

〇感染症の流行等で在籍学級が閉鎖になった場合は、本人が元気でも通級はお休みになります。その際は、きこ

えとことばの教室にご連絡ください。 

 

 

 

 

 

ことばはどのように育つのでしょうか。 誕生してから幼少期にかけて、家族や 

周囲の人たちから言葉をかけられ、五感を使って自分が体験したことと結び付け 

て、ことばは育っていきます。学齢期になると、学校で教えられたことや本などの 

文字を通しての学びも加わってきます。語彙が増え、文章を組み立てる力もつい 

てきます。そうして、身についた言葉を使って生活し、さらに言葉が土台となって 

思考する力もついてきます。 

 

では、どうすれば 豊かなことばの力 が育まれるのでしょうか。まず、身近な生活の中で

の経験から獲得することが基本となります。美しい紅葉を見て「真っ赤だねぇ」「きれいだ

ね」「黄色い葉っぱは､いちょうだよ」、食事をして「おいしいカレーだね」「いいにおいがす

るね」「野菜がたくさん、かぶも入っているよ」などと同じ対象を見て場や感情を共有して

やり取り( 三項関係 )を重ねていくと、自分の体験と結びついた生きたことば が育ってき

ます。書物で暗記して覚えた言葉はそれだけでは、ただの名称で、これまでに身につけた

言葉や意味、内包する概念や自己の体験と結びつくことで意味のあることばになっていき

ます。 

 

子供同士で学ぶ言葉も多いですが、ぜひ、家族で体験を共有し、語らってみて 

ください。親御さんが感じたことや疑問など表現した言葉は、子供たちのモデルと 

なります。買い物中やバス等での移動時間、絵本を読む、テレビ番組を視聴してな 

ど、生活の身近なところから意識して取り組んでみてはどうでしょうか。「それって 

何？」「どうして？」と聞かれて困ったときは一緒に調べてみるのもいいですね。 

生活の中から育つことば 

 


